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１. はじめに 

国土交通省では 3D モデルを活用した BIM/CIM 

を実施しており、2023 年度までに小規模を除くすべ

ての公共工事で BIM/CIM の原則化に向け、段階

的に適用拡大を図っている。 

受注者は、リクワイヤメント（図１参照）と呼ばれる複

数の要求事項（1）と「BIM/CIM モデル等電子納

品要領（案）及び同解説（以下、納品要領）」（2）に

従った納品が義務付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ リクワイヤメント一覧（1） 

納品要領に従った成果品作成には、手動による繰

り返し作業を多く含み、個別案件毎に多くの作業時

間を割いている。そこで、繰り返し作業の手数を減ら

し、定形書式を自動作成することで作業の効率化を

図るツールを作成することとした。 

リクワイヤメントの項目には、「属性情報の付与」

「工期設定支援システム（3）との連携」などがあること

から、本稿で作成するツールは Autodesk 社の

Navisworks（4）上で動作するアドインツールとした。 

Navisworks はあらゆる種類の 3D モデルをサポー

トしており、種別の違う 3D モデルを読み込み、統合

モデルが作成できる。作成した統合モデルに対して、

属性付与・参照資料のリンクなどの設定機能があり、

4D（3D モデル＋時間軸）シミュレーションなどの機

能も備えている。また、データ閲覧だけであれば、

Navisworks Freedom という無償ビューワーが用意

されていることも採用した理由の一つである。 

 

２. 機能要件の整理 

BIM/CIM モデル作成を行っている弊社社員にヒ

アリングを実施して、繰り返し作業や定形書式の作成

など効率化が図ることができる作業に必要な機能の

洗い出しを行った。その結果、以下の機能を有する

ツールを作成することした。 

① BIM/CIM モデル等電子納品要領に対応 

電子成果品フォルダ自動作成機能 

統合モデル自動作成機能 

② リクワイヤメントに対応 

属性情報の付与機能 

属性情報のエクスポート機能 

属性検索・集計機能 

TimeLiner の設定（4D 設定）機能 

③ 作業の効率化に対応 

選択ツリーの出力機能 

自動更新機能 

色分け表示機能 

ビューポイントイメージの一括出力機能 

  

 

BIM/CIM 成果品納品ツールの開発 
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３. ツールの機能概要 

本 ツ ー ル の 機 能 を 説 明 す る 。 本 ツ ー ル は

Navisworks 上の専用リボンメニューから操作を行う。 

 

 

 

図 2 リボンメニュー 

 

３．１  BIM/CIM モデル等電子納品要領に対応 

 電子成果品フォルダ自動作成機能 

納品要領に従った電子成果品用のフォルダを作

成する機能。 

「フォルダ生成」ボタンをクリックすると設定画面が

表示される。バージョン・保存先等を設定すると、電

子成果品フォルダが生成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 電子成果品フォルダの生成イメージ 

 

 統合モデル自動作成機能 

電子成果品フォルダ内に配置された個々モデル

をもとに、統合モデルの作成を行う機能。 

「統合モデル」ボタンをクリックすると、設定画面が

表示される。 

電子成果品フォルダを指定すると、フォルダ内に保

存されたモデルの一覧が表示される。統合モデルに

組み込むモデルを選択すると、Navisworks 上に統

合モデルが作成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 統合モデル作成イメージ 

 

 

３．２  リクワイヤメント（要求事項）に対応 

 属性情報の付与機能 

CSV ファイルまたは定形様式の Excel ファイルを

読み込み、属性情報の付与を行う機能。 

「属性付与」ボタンをクリックすると、設定画面が表

示される。属性付与する CSV ファイルを選択すると、

CSV のヘッダー情報が表示される。属性付与する対

象列とデータタイプの設定を行う。 

 

対象モデルを選択 

フォルダを指定 

統合モデルを作成 

フォルダを作成 
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図 6 属性付与の設定 

属性付与する対象モデルの編集画面が表示され

る。対象モデルを設定後、「インポート開始」ボタンを

実行すると、モデルに属性が付与される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 属性付与のイメージ 

 

 属性情報のエクスポート 

付与した属性情報を定形様式の Excel ファイルに

出力する機能。 

「属性出力」ボタンをクリックすると、設定画面が表

示される。出力ツリー階層、保存先等を指定すると、

属性情報を定形様式の Excel ファイルに出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 属性情報のエクスポートイメージ 

 

 属性検索・集計機能 

付与した属性情報の検索及び検索結果の集計

（合計・平均値等）を行う機能。 

「属性検索・集計」ボタンをクリックすると、検索画

面が表示される。検索条件を設定後、「検索開始」ボ

タンをクリックすると、該当データが表示される。「集

計出力」ボタンをクリックすると、集計の設定画面が

表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 属性情報の検索 

属 性 付 与 す る

CSV ファイル 

対象列・タイプを設定 

対象モデルの設定 

モデルに属性を付与 

定形様式の Excel ファイル 

該当データを表示 

検索条件を設定 
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集計の設定画面にて保存先及び集計条件を設定す

ると、集計結果が CSV ファイルに出力される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 属性情報の集計結果イメージ 

 

 TimeLiner の設定（4D の設定） 

工期設定支援システム等から出力されたファイル

を読み込み、TimeLiner の設定を行う機能。 

「TimeLiner の設定」ボタンをクリックすると、設定

画面が表示される。Excel ファイルを指定後、対象モ

デル設定画面が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各工種に紐づくモデルを対象ツリーより選択すると、

TimeLiner が設定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 TimeLiner 設定イメージ 

 

３．３  作業の効率化に対応 

 選択ツリーの出力 

選択ツリー情報を CSV ファイルに出力する機能。

「選択ツリーの出力」ボタンをクリックすると、設定画

面が表示される。出力対象、保存先を指定すると、選

択ツリーの情報が CSV ファイルに出力される。 

集計結果 CSV ファイル 

集計条件を設定 

工期設定支援システムから

出力された Excel ファイル 

対象モデルの設定 

TimeLiner を設定 
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図 5 選択ツリー出力イメージ 

 

 自動更新機能 

付与した属性情報を指定した間隔で更新する機

能。 

「自動更新開始」ボタンをクリックすると、設定画面

が表示される。指定した更新間隔毎に、属性付与に

て設定した CSV ファイル等の再読み込みを実施し、

属性情報を更新する。 

 

 

 

 

図 11 自動更新イメージ 

 

 色分け表示機能 

付与した属性情報をもとに、モデルの色分け表示

を行う機能。 

「色分け表示機能」ボタンをクリックすると設定画面

が表示される。閾値・色を設定すると、対象モデルが

色分け表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 色分け設定イメージ 

また、色分け表示後のモデルに対して、表示・非

表示・透過へ切り替え表示及び初期値の色へ戻すこ

とも可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 表示方法の切り替えイメージ 

 

 ビューポイントイメージの一括出力機能 

統合モデル内に保存されたビューポイントを指定

したフォルダに画像ファイルを一括で出力する機

能。 

「ビューポイントイメージの一括出力」ボタンをクリッ

クすると、設定画面が表示される。保存先及び条件

を設定すると、画像ファイルが保存される。 

CSVファイルに出力 

属性情報を更新 

モデルを色分け 
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図 15 ビューポイント出力イメージ 

 

４. まとめ 

本ツールを試験運用した結果、「属性情報の付与」

及び「TimeLiner の設定」機能において、繰り返し

作業が多く発生していたため、本ツールを使用する

ことで、作業時間の大幅な短縮が図ることができた。 

これから多く発生すると思われる BIM/CIM 案件の

電子納品物作成作業において、相当な作業効率化

が図ることができると考えている。 

今後は、ユーザーへのヒアリングを継続して行い、

ツールの改良・機能追加などを積極的に実施し、より

使いやすいツールとしていきたい。 また、本稿では

社内向けの作業効率化ツールとして作成したが、他

社様でも利用頂けるように製品化に向けても検討し

たいと考えている。 

＜参考文献＞ 

1） 「今後の BIM/CIM 運用拡大に向けた整理 - 国土交
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2） 「BIM/CIM モデル等電子納品要領（案）及び同解説」 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001334807.pdf  

 

3） 「工期設定支援システム Ver2.0 を公開します～地方

公共団体を含む様々な発注者の工期設定をサポー

ト！～」 

https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_

000616.html 

 

4） 「Autodesk Navisworks」 

https://www.autodesk.co.jp/products/navisworks/ 

overview 
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